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東
日
本
大
震
災
は
、
停
滞
し
て
い
た
日

本
経
済
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
。
「企

業
の
海
外
流
出
を
止
め
る
最
後
の
防
波
堤

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
」
。
経
済
評
論
家
内

橋
克
人
さ
ん
（７８
）
の
分
析
だ
。
世
界
規
模

で
ネ
ッ
ト
ワ
ト
ク
化
さ
れ
た
産
業
連
鎖
は

途
切
れ
、
労
働
者
の
大
量
失
業
が
懸
念
さ

れ
る
。
人
間
重
視
の

「共
生
経
済
」
に
転

換
す
る
き
っ
か
け
に
で
き
る
か
。

―
現
状
を
ど
う
見
る
？

「か
つ
て
な
い
危
機
だ
。
日

本
を
必
要
と
し
な
い
グ
ロ
ー
バ

ル
生
産
体
制
が
で
き
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ボ
イ
ド

（日
本
回
避
）

が
進
む
だ
ろ
う
「
阪
神

・
淡
路

大
震
災
時
は
今
ほ
ど
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
徹
底
さ
れ
て
お

ら
ず
、
部
財
の
需
給
は
国
内
で

完
結
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

１６

年
後
の
今
、
世
界
経
済
そ
の
も

の
が

一
変
し
、
世
界
最
適
調
達

が
常
識
と
な
っ
た
」

―
東
北
の
強
み
は
何
だ
っ
た

か
。「高

度
な
精
密
加
工
技
術
に

加
え
、
東
北
大
の
研
究
成
果
も

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
動
車

・
電
子
部
品
生
産
体
制
の
重
要

な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。６
次
、

７
次
の
下
請
け
に
は
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
企
業
も
多
く
、
製
品
の
基

本
性
能
を
左
右
す
る
技
能
を
担

っ
て
い
た
一
そ
こ
が
壊
滅
し
た

〈
マ
、
大
手
は
短
期
間
で
調
達
拠

点
を
海
の
外
に
移
す
だ
ろ
う
」

―
危
機
は
全
国
に
広
が
る
。

「今
、
国
内
で
は
完
全
失
業

者
３
５
０
万
人
と
い
わ
れ
る

が
、
実
は
、
そ
れ
を
は
る
か
に

超
え
る
人
が
実
質
的
な
失
業
状

態
に
あ
る
。
操
業
停
止
が
長
引

く
と
、
失
業
者
が

一
気
に
増
え

『高
度
失
業
化
社
会
』
に
な
り

か
ね
な
い
」

「原
発
事
故
で
電
力
が
安
定

供
給
で
き
な
い
の
も
痛
い
、
政

府
は
安
全
神
話
に
す
が
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
選
択
の
多
様
性
を
封

印
し
て
き
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
地
域
の
熱
電
併
給
シ

ス
テ
ム
と
い
つ
た
ク
リ
ー
ン
エ

□8□

ｉ
給
圏
形
成
、
資
源
循
環
を

ネ
ル
ギ
ー
も
黙
殺
し
て
き
た
。
　
内
の
知
性
を
総
動
員
し
て
東
北

政
治
家
や
専
門
家
の
責
任
は
重

の
技
術
力
と
融
合
さ
せ
、
地
域

い
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
を
形
成

―
再
生
の
理
念
は
。　
　
　
　
し
て
い
く
。
雇
用
機
会
も
生
ま

「元
に
戻
す
と
い
う
発
想
で
　
れ
て
く
る
」

は
な
く
、
共
生
モ
デ
ル
を
創
造
　
　
「近
年
、
原
材
料
の
輸
入
価

す
べ
き
だ
。
食
料

（フ
ー
ド

・　
格
は
高
騰
し
、
逆
に
製
品
の
輸

Ｆ
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

（Ｅ
）
、
　
出
価
格
は
下
が
っ
て
い
く
。
結

介
護

（ケ
ア

・
Ｃ
）
の
自
給
が

果
と
し
て
交
易
損
失
が
膨
ら

今
後
の
社
会
に
は
欠
か
せ
な

む
。
従
来
の
輸
出
依
存
型
だ
と

い
「
地
産
地
消
を
軸
と
し
た
農

日
本
人
が
働
く
ほ
ど
所
得
が
海

と
消
費
、
太
陽
光
発
電
や
ス
マ
　
外
に
移
転
さ
れ
る
一
コ
ミ
ュ
ニ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
家
庭
に
広
げ
　
テ
ィ
ー
再
生
へ
の
投
資
で
資
源

る
。

ケ
ア
の
地
域
内
自
給
は
高

が
域
内
循
環
す
る
仕
組
み
を
作

齢
化
社
会
の
必
須
条
件
だ
。
国

る
ほ
か
に
な
い
」

内
橋
克
人
氏

―
阪
神

・
淡
路
で
は
高
速
道

路
や
空
港
な
ど
従
来
型
の
公
共

事
業
優
先
と
な
り
、
生
活
再
建

は
遅
れ
た
ｏ

「神
戸
で
は
、
真
に
被
災
者

の
生
存
基
盤
の
回
復
は
果
た
さ

れ
た
だ
ろ
う
か
。
人
間
復
興
に

悔
い
を
残
し
た
阪
神

ｏ
淡
路
の

教
訓
を
見
つ
め
直
す
と
き
が
き

て
い
る
」

（聞
き
手

。
高
見
雄
樹
、
撮
影

・
金
田
祐
一
》

＝
お
わ
り
＝
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